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低エネルギー電子線照射は超高齢化社会での補
綴物の安全性を向上し,滅菌コストを削減する
研 究 代 表 者  野 村 章 子 ( 歯 科 按 二 吏 二 七 学 柳
研究実績の概要
奉研究の胃的は書平成2桐三度から23年度約4準間にお
いて.=腔囚-J)浴出城留モノ7-封代減し.高齢侶二
と-)て安'ITなl];IL杵補綴物を捉供する ｢法として. メチIL
メタF/りし- 卜樹脂J)大面己描t-によ封Itエネルギー'.Ll十
線 を有効利用した歯科尊用の小型照射装置を開発するこ
と である.前科診瞭吊樹脂製器只-J)滅菌処理/LJj:確実.皮
全 や 容易,安価に行うための照射条件もあわせて確立す
る こ とも視野に入れた研究計画を立案した.
低 エネJレギ-電子線照射装置は,電予線照射源,電子
線 照 射チャンバー,削f'JIH旧-し＼ 千(/)他L)J.侶il某JLl撃から
構 成 されているが,義歯や歯冠修復材料などの形状に適
す る 仕様では患い.そ碍ために,平成20年度から21年度
に か けて､揖 [守糾明､j-源 圧ⅠミIl二ヽ(i,INlこ.浜松ホ トニ}/ス)
を購 入し,苗付出 ULI).Ll明日′ステムの開発に向けて.局
高糾明･J.+ヤシバー,瀞‖卸吊Ⅰ'し'Jjよび-さJ~)他J硝石月製
l;'lrfIu)設計を開始 した.特に 半板試料照射後の八【＼L＼モ
ノマー浴侶試験 ･訂仙を行いながL､).均 照 j川叫L,Jl:u符
にも焦点を絞 り装置の枕様を決定 したことに豊治,本学
碍施設内に歯科専用の低£ネルギ-電子線照射装置を設
ELl.';:することができた.
そこで.半戊1)封 二度は今までの研究宣織に拭づ き. メ
チJLメタクリレー トも-iJ脂試料大rF'IIu)X線光最 上/)十)に沃お
よびコンビ:i-ウシミ:I_レーシ ョンに よる揖 ｣'守虹エ ネJL
ギー(･_i･入深吐'JjlこIT-. トト制式 Ikl-I)夫 帖 二お け る最 上線吸
叶柑品冊｣定,+i-実施した.÷L/)結 果.伏エ ネ )LギーJlL;-J笥ik
の照射条件U)存勅件を総合f'lJt二.冊 ‖再~ることができた.
ヒューリスティック評価項目を用いた実習
成果物自動評価システムの開発
研究代表者 木暮ミカ(歯科技工士学科う
研究実績の概要
平成23年度はヤ｢実技実習評価システム｣の開発およ
び証仙)回f=-10)扶ノ付'Jrな仙圧し作業を行-･)た.
!日付'Jな内容はlリ､卜Li).通り.
潮実技実習評価システム
11美習成即L'/J損臣裳l.L7IU)r王IL･J発:多)J一両に回転可能/+i
テ-ブ)Lに証fl帰りをIr打)付けて回転させ.fT:点L:a)
角度から評価物を撮影する.そ碍際に機用する実
習TJ机HL,/用描三共lI.tlIを立ナ,卜げた.
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ll川日日I日日Il日日日日日‖lL川IllHHlHIllHIlI‖HHlHlHIl=日川IH11日日lHIlHHlrl日lHl
離 評価システムの開発 :実習成果物撮影装置で撮影
された板類U)17次Jtl日象データを. t_.I,lL-用ソ7トを
使い3次元モデル化する,そこか ら鐸 られる評価
物 とモデル附里U工ミ次JL:厘性を比較 し.最小 二釆
江によ:)証仙するシステムの間.jiEに石 rLL/+I.
ほ姥 デル歯型の製作および客観的評価基準の策定
1■ 牛休し､Tデータをモデリングシステムで加上したモ
デルL町棋データ,を美作化させ. これ,を校合器に:il:
差して校 合状態,A-1･確認しなが らl'.i;J''迂モデIL形態U)
ブラ･ソシュア､ソ1を行-)たJうち に 再皮.(ミ1)スキャ
ナにより :.挽正量(･fヒした.
i)1昨丁目斐デー タベース化したと:i-I)ステ 巨′ク証
仙項 IIを用いてj~打-.1二の再現廿 を 検証した結甘 従
来型が)評価方法では実習成果 物 の晶質向上および
結果を踏 まえた具体的な技 術 指 導が難 しいため,
l)1)し､▲､＼サ イJ/JLに則りた評価 ).川 7'=L･-およびJj江にす
る璃く群抜本的な改善と工 夫 を 検討する必鷺があ
ることが判明した.÷こて 再現 性 U汀いてゝ評価)眉(=L:
とする,+=めに.評価J)拭本彬 を ･苗LtiHl,Iから ･lI
腔単位とし,全体の連続性 か ら各 歯のあるべ き形
態の許容範囲を刊.'‖1'.L. あ LT'ためて 侶市の.胴 Eli
)桐(=-:を策定することにな-)た.
低 エ ネ ル ギ ー 電 子 線 照 射 に よ る レ ジ ン 系 歯
科 補 綴 物 の 無 害 化 処 理 の 実 用 化
研究代表者 伊藤圭一(歯科技工士学科)
研究実績の概要
本研究は歯科補綴治療で高頻度に使用されているメチ
ルメタJ/りレー ト tllll:＼1材料u)牛休侶 廿トを伏減さ
せることを目的としている.こU-)r吊題は蟻Il'!モ ノマーの
浴出が引き起こすことが 1∵こあI').長年-.議論されている
が問題は昭決されているとは言い怖い.本学では,これ
までに高分 上付料U)中二合促進と架橋反応を起こす帆エネ
樹脂 髄 MA樹脂)である義歯床用加熱重合レジンや義
tl'Jlu)I)ライニ ング用即時･T.-1'Tレジンに.lt.'!阜j-すると.
11＼ト:＼モノマーの浴日量が減少することと.Ⅰ一日う照射が
11MA樹脂u)物件にLj･える臣轡を検討し裾t,.･してきた.
半成1)21I:-畑i.I_巨Ⅰ粧ミ射tが＼Ⅰ＼u樹桐の物件にJjLI,i'IL
臣管を柏討するために.I_JI二王ミ木照射と.ltI'iji､ILを行-'た加熱
･T･:_合しジンu)被拾試験1日二1!LJH､5':･T.:合レジンを頼1l'i･し,せ
/し断陳U}試験から投石血さに-)いて検討した.
1試験材料には被拾レジンとして加熱LT.:合しジン.接石
レジンとして即時中二合レジンを=いた.形態はコ()1111
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日日日日川=Hl川Irl=HIll川1日‖HllHlHllHHHl日日川HHl日日lHlHlHHHHH日HrlHH日=川Il川日日lLHHH日日日日日日日日日日日日日日日川IHlHHHl川l日日MIl日日日日日日日日日日日日日日日日HIHH川IlHl日日日HHlrIHll‖川川Ill日日川lH日日l
XLIOlll･lX･1_51川1の板状に調整した.被前レジン大
面は平滑となるようを二研磨機に耐水研磨紙を取り付け
て研磨L サンドブラスト処理後,精製水により超Jl'T･
波洗浄した.そして.彼jl′i二レジン衣Ir'IT-に内律51111の
余摘製の日管を静i;'1;IL.接拙fl用iLを規定した.次に.
メーカー指示の粉油比で混和した接石レジンを金城竹
内に注入し.接)'i=試験用の試験片とした.
JHい.宰表ガス'!,I;囲訂 卜にて.加速′電圧llOln',哩
収線畿3榊 kGyの条件で試験片精も面に照射した,
吊Ji:-市試験は行試験片,を).用ヒ試験機を用いて.クロス
へ･ソドスピー ド11111 11ilにて試験した (l-7l.
行･)た条作問に存意差は認められなか一)た,今l車/)読
験からは.L五日を照射した加熱重合レジンの被拙r'ITJL二
即日Jj:IT.-合レジンを接石する条件で.接.1l'i=強さが人きく
なる仰向が示唆されr=.また.破断面の観察ではLElミ
末照射では柚雨破壊であ-)たが.ul:冒.H綱寸後の披着レ
ジンに投石レジンを接着する条件では混合破煉もしく
は被帯仰肘裏に近似した桂川を呈していた.
歯 科 技 工 士 が 参 画 す る 歯 科 訪 問 診 療 が
長 寿 社 会 に 貢 献 す る
研 究 代 表 者  野 村 章 子 ( 歯 科 技 二 L k 学 )
研究実績の概要
Il本は世渥有敗の艮Jj-･H L､[;･?Jkl的三の卑労省統計 :
隼経つと減少してくるにもかかわらず後期高齢者は増加
し,長左社会が益々進行すると推定されている.そのよ
うな社会情勢を踏まえて.すべての要介.灘音や打痛高齢
首のために菌科医I'uJu)熟練度に左･lI-されない義苗治療レ
ベルを保つ困杵.削 り診暁体制が必要と考える.艮存社会.
特に.川塊世代の高齢化の前に 歯科持 1二上が情極t'郁二
参両する兼備台療訪問診療体制を確立することが本7軒先
の目的である.
初年度の実績
1.歯科抜 1二卜が参両する菌杵訪問診療体制について.
義歯治療を文托するための項Ilの明確化.訪問時の菌
杵jL日 1.環境と防頗 ･感染対私 さらには苗杵技工 l:が
歯科医師や歯科衛生士と連携する訪問診療体制を記述
した文献を収集した,歯科医帥や歯科偉J二′J:.1:が連携す
る訪問診療休制を説明する図吉や文献に比べて.前科
技工士も参画する歯科訪問診療体制に関連する図番や
文献は思いの外少ないことがわかった.
2.困杵訪問診暁の実態を調査するHF'1Jで.歯科医師 1
名と菌杵技 l二l:9名が介護老人福祉施設 1ヶ所を訪問
し.要介護度 ･l冊三内状況.義歯の状態.食車状況を
調査,分析した.その調査結果から義菌の垂要件を確
認することができたので.その詳細を学内で聞催され
た学会で鞘告した.
3.ポータブルラボユニットU-)試作に向けてj■~?!;Li衣する機
紺/を選定し.その ･部を購入した.
